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第１段階） 持続可能な滋賀社会ビジョン第１段階） 持続可能な滋賀社会ビジョン

滋賀 策滋賀県、2008年3月策定 2030年に二酸化炭素半減

琵琶湖の再生



第１段階） 6つの方策第１段階） 6つの方策

琵琶湖と暮ら を支える森づくり琵琶湖と暮らしを支える森づくり1

自然が生み出すエネルギ2 自然が生み出すエネルギー2

環境と共に成長する産業3 環境と共に成長する産業3

「もったいない」で変わるくらし4 「もったいない」で変わるくらし4

人、物が環境に優しくつながる交通・物流5 環 優 流5

みどりと共生するまち・建物6



第１段階） 6つの方策の体系化第１段階） 6つの方策の体系化

６つの方策ごとに
ＣＯ２削減関連施策を体系化ＣＯ２削減関連施策を体系化
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第１段階） 6つの方策別ロードマップ第１段階） 6つの方策別ロ ドマップ

① 琵琶湖と暮らしを支える森づくり
② 自然が生み出すエネルギー

③ 環境と共に成長する産業

④ 「もったいない」で変わるくらし

⑤ 人、物が環境に優しくつながる

交通・物流

⑥ みどりと共生するまち・建物



第２段階） ４つの方策
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滋賀地域経済圏
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